
【令和６年度】

中野区地域公共交通計画 （令和６年３月策定）の取組状況と評価

地方公共団体は、地域公共交通計画を作成した場合においては、毎年度、計画に定められた施策の実施状況に関する調査、分析、及び計画に定めた目標値
と実績値を比較し達成状況の評価を行い、必要に応じて計画の内容を見直すこととされている。（令和２年法改正により努力義務化）上記の調査、分析及び
評価を行ったときは、速やかに、その結果を主務大臣（国土交通大臣及び総務大臣）に送付する。【国土交通省ＨＰより】

【参考】計画期間 評価

（１年目）

資料２－２



1Ｐ

中野区地域公共交通計画 Ｐ８７ 中野区地域公共交通計画 Ｐ６９～７４

目標１ 将来を見据えた公共交通の利便性向上（ 評価 ） （ 取組の状況 ）

基準年

令和6(2024)年 50系統

【更新時期：Ｒ１０（１０年に１回） 】

【更新時期：Ｒ６（毎年） 】

■ 今回は、データ取得不可

■ 系統数の増減はなし

取組０１ 路線バスネットワークの維持･拡充 Ｐ６９

■ バス事業者との意見交換・ヒアリング【６月～１２月】

○区内関係路線の減便や改廃の状況報告

・中野区の路線バスに関する課題共有○バス部会設置の趣旨について

○区内まちづくりの進捗の共有 等

・適切な路線バスネットワークの検討

取組０２ 公共交通のデータ化 Ｐ７１

■ 公共交通サービスレベルの可視化等（更新）

■ 若宮･大和町実証運行リアルタイム情報（→）

取組０３自転車利用環境の整備 Ｐ７３

■ 自転車ナビラインの追加【令和６年１月】

新井3-37 平和の森公園前交差点部６０ｍ

■ 中野南自転車駐車場の開設【令和６年４月】

取組０４シェアサイクルの推進 Ｐ７４

(％)

■ 公有地における３社共同ポートを３か所開設

■ 事業者との協定締結

・令和２年度：ドコモバイク・シェア

・令和５年度：ＯｐｅｎＳｔｒｅｅｔ

Ｌｕｕｐ(自転車のみ)

1系統廃止、1系統新設

n = 1,241,942 n = 1,179,818 n = 1,208,070



2Ｐ

中野区地域公共交通計画 Ｐ８８ 取組Ｐ７５～７９

目標２ 利便性の高いまちの拠点となる交通結節点の形成（ 評価 ）

基準年

中野駅

出典：2024中野区区民意識・実態調査

49.4
55.6 52.0

47.0
44.4

42.5
37.3 39.1

30.0

65.1

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

R2 R3 R4 R5 Ｒ6

基準年

新井薬師前駅 沼袋駅

出典：2024中野区区民意識・実態調査

令和6(2024)年 0か所

■ 基準値から４ポイント減少

・ 鉄道駅、駅前広場、周辺まちづくりの工事が影響していると推測される

■ 基準値から「新」７.６ポイント減少、「沼」３５.１ポイント上昇

・「新」連続立体交差事業の工事が影響していると推測される

・「沼」連続立体交差事業の工事が影響していると推測されるが、
不満の内訳別件数では、「自転車と歩行者が混在し危険を感じる」等が
基準年と比較し、減少している。

■ 候補地の検討中のため、新たな交通結節点（モビリティ･ハブ）の創出
は、０か所

【更新時期：Ｒ６（毎年） 】 【更新時期：Ｒ６（毎年） 】

【更新時期：Ｒ６（毎年）】

(％)
(％)

○ 調査票回答者のうち、中野駅周辺を利用される方が対象 ○ 調査票回答者のうち、新井薬師前駅（沼袋駅）周辺を利用される方が対象

n = 1,098 1,072 1,026 8341,028 933 990 932 939 820

n = 87/80 72/67 77/69 66/60 72/63



基準年

環境に配慮して、なるべく徒歩、自転車、公共交通機関を使用している割合

出典：2024中野区区民意識・実態調査

3

中野区地域公共交通計画 Ｐ８８ 中野区地域公共交通計画 Ｐ８０～８３

目標３ 区民の日常生活を支える公共交通の維持･改善（ 評価 ） （ 取組の状況 ）

【更新時期：Ｒ６（毎年）】

取組０９ モビリティ･マネジメント（ＭＭ）Ｐ８０

■ 大和町地区まつりの参加（すごろく･ポスター掲示）【１０月】

■ 中野区地域公共交通マネジメント戦略の作成【３月予定】

取組１０ 安全な交通環境の推進 Ｐ８１

■ 自転車安全利用講習会（主催:防災･危機管理課）【１２月】

・ 民間事業者による講演（電動キックボードの交通ルール等）

取組１１ ＣＯ２排出を抑制する移動手段への転換 Ｐ８２

■ なかのエコフェア２０２４（主催:環境課）

■ 鉄道事業者の取組による混雑回避の促進

・ オフピーク定期券や混雑状況の見える化等

【更新時期：Ｒ３（毎年）】基準年

ＣＯ２（運輸部門・自動車）の排出量

(％)

■ 基準値から４.８ポイント減少

出典：オール東京62 市区町村共同事業提供資料(2024年3月)

■ 基準値から２千ｔ-ＣＯ２増加

(千t-CO2)

約 5 7 0 名体験

Ｐ

約 3 5 0 名来場

n = 1,148
n = 1,084

n = 1,016 n = 872

n = 907



4Ｐ

中野区地域公共交通計画 Ｐ８８ 中野区地域公共交通計画 Ｐ８４～８６

目標４ 区民の快適な移動と回遊の確保 （ 評価 ）

令和5(2023)年 95.6％

令和6(2024)年 1事業

（ 取組の状況 ）

■ 基準値から０.４ポイント減少

■ 若宮・大和町地域の実証運行

取組１２ 新たな公共交通サービス導入検討 Ｐ８４

１便あたりの利用者数（週刊平均）

令和５年度

取組１３ 新技術を活用した移動の活性化 Ｐ８５

■ ＭａａＳの検討【令和６年度下半期】

・中野区地域公共交通マネジメント戦略
（参照）

■ なかのエコフェア ブース出展【１１月】

・ 電動サイクル･スローモビリティの試乗

97.3％(参考)若宮・大和町地域の実証運行を含めた場合

(若宮・大和町地域)

■ 若宮・大和町地域の実証運行【令和６年４月～令和７年３月】

令和６年度



中野区地域公共交通計画 Ｐ８７

全体 （ 評価） 全体 （ 評価 ）

5Ｐ

中野区地域公共交通計画 Ｐ８７

交通の便の満足度 概ね満足を除いた満足度

基準年

基準年

外出率 高齢者の外出率

出典：2024中野区区民意識・実態調査

■ 基準値から「交通の便の満足度（青線）」１.８ポイント減少、
「概ね満足を除いた満足度（赤線）」１.４ポイント減少

■ 今回は、データ取得不可

n = 1,249 1,277 1,228 9071,167 1,145 1,060 1,084 1,016 872

n = 295,833 n = 291,542 n = 329,923

51,802 59,442 71,473



6Ｐ

中野区地域公共交通計画

令 和 ６ 年 度 評 価 の 取 り ま と め

□ 目標１ 将来を見据えた公共交通の利便性向上

○ 目標１では、部会設置に向けたバス事業者へのヒアリングや一部路線でのリアルタイムデータの整備、シェアサイクル事業の促進等、

公共交通の利便性向上に係る取組を行った。評価指標については、路線バスの系統数が維持されたが、今後も公共交通の利用促進に向け、

施策を推進していく。

■ 全体の評価

○ 中野区地域公共交通計画の実施１年目として、掲げた施策を計画的に推進した。一方、 取組の効果が見られるまで時間を要する施策もあり、

各評価指標は全体的に横ばい、一部下がっていることが確認された。そのため、今後も引き続き事業を推進し、評価指標を基にデータを注視

しながら必要に応じ、取組内容等を改善していく。

□ 目標２ 利便性の高いまちの拠点となる交通結節点の形成

○ 目標２では、中野駅周辺や西武新宿線沿線まちづくりに伴う工事の影響により、評価指標である「駅周辺利用時の満足度」が下がる傾向

にあるが、供用開始後の指標を見据え、引き続き関係主体と適切な調整を図り、交通環境の整備を進めていく。

□ 目標３ 区民の日常生活を支える公共交通の維持･改善

○ 目標３では、モビリティ･マネジメントの一環で、公共交通のメリットをイベントの場等を活用し、多くの来場者へ発信した。

評価指標である「環境に配慮して、なるべく徒歩、自転車、公共交通機関を使用している割合」は基準年から減少し、区のＣＯ２（自動車）

の排出量は増加した。取組の効果が見られるまで、時間を要するため、今後も引き続き事業を推進し、指標を観測していく。

□ 目標４ 区民の快適な移動と回遊の確保

○ 目標４では、モデル地域で実施中の若宮･大和町の実証運行の利用者数が増加傾向であり、引き続き運行を継続していくことが決まった。

またシェアサイクルの普及も重なり、評価指標の公共交通サービスレベル２以上の地域が広がった箇所もあるが、鉄道の乗降客数減少等の

影響により、全体として０.４ポイント減少した。









駅名 路線 乗降客数 構成比
中野 JR中央・総武線 252,158 386,657 47.1%

東京メトロ東西線 134,499
東中野 JR中央・総武線 71,610 95,799 11.7%

都営大江戸線 24,189
中野坂上 東京メトロ丸ノ内線 70,705 108,819 13.3%

都営大江戸線 38,114
新井薬師前 西武新宿線 18,903 2.3%
沼袋 17,330 2.1%
野方 22,400 2.7%

都立家政 17,185 2.1%
鷺ノ宮 29,582 3.6%
落合 東京メトロ東西線 25,129 3.1%
新中野 東京メトロ丸ノ内線 32,950 4.0%
中野新橋 19,605 2.4%

中野富士見町 18,372 2.2%
新江古田 都営大江戸線 27,685 3.4%

合計 820,416 100.0%
乗降客数:令和5（2023）年













令和5(2023)年

3月

令和4(2022)年

3月

令和2(2020)年

3月

平成29(2017)年

3月

平成24(2012)年

3月

千代田区 0.74 0.75 0.76 0.85 0.91

足立区 0.47 0.48 0.49 0.54 0.55

港 区 0.47 0.48 0.47 0.52 0.52

江戸川区 0.44 0.45 0.45 0.49 0.51

葛飾区 0.41 0.42 0.43 0.47 0.49

練馬区 0.41 0.41 0.41 0.45 0.48

中央区 0.38 0.39 0.40 0.43 0.47

世田谷区 0.38 0.38 0.38 0.41 0.44

渋谷区 0.35 0.35 0.35 0.38 0.39

大田区 0.33 0.33 0.34 0.37 0.39

板橋区 0.31 0.32 0.32 0.36 0.38

目黒区 0.33 0.33 0.32 0.35 0.36

江東区 0.30 0.31 0.31 0.34 0.35

杉並区 0.29 0.29 0.29 0.32 0.33

墨田区 0.26 0.27 0.27 0.31 0.33

品川区 0.27 0.27 0.27 0.30 0.31

荒川区 0.26 0.26 0.26 0.30 0.32

北 区 0.25 0.25 0.25 0.29 0.31

台東区 0.22 0.23 0.24 0.28 0.30

文京区 0.24 0.24 0.24 0.27 0.29

豊島区 0.21 0.22 0.22 0.26 0.27

新宿区 0.21 0.22 0.22 0.26 0.27

中野区 0.21 0.21 0.21 0.24 0.25



























面積(㎢) 構成比

0.62 4.0%

1.05 6.8%

3.25 20.8%

2.61 16.8%

3.86 24.8%

4.19 26.9%



面積(㎢) 構成比

0.62 4.0%

1.05 6.8%
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